
一橘論叢 第八十九巻 第三号　（56）

客
家
一
串
洋
至

世
界
大
会
の
歴
史
的
推
移

世
界
の
審
家
と
そ
の
組
織

　
客
家
（
目
算
ぎ
）
と
よ
ぱ
れ
る
中
国
人
の
一
群
は
、
中
国
本
土

の
県
境
と
省
境
を
こ
え
、
国
境
を
わ
た
っ
て
海
外
へ
移
住
し
、
華

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

僑
あ
る
い
は
華
人
の
一
集
団
と
し
て
、
世
界
各
地
で
活
躍
し
て
い

る
。　

五
胡
十
六
国
の
時
代
に
、
北
方
遊
牧
民
族
に
圧
迫
さ
れ
て
東
遷

し
た
晋
王
朝
の
漢
民
族
は
、
そ
の
後
、
遼
・
金
．
元
と
の
抗
争
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

過
程
で
、
迫
ら
れ
て
民
族
的
自
覚
を
高
め
て
い
っ
た
。
　
。

　
「
中
華
」
の
文
化
主
体
と
し
て
の
意
識
が
形
成
さ
れ
、
対
極
概

念
と
し
て
の
「
夷
秋
」
に
対
す
る
抵
抗
カ
が
増
す
一
方
、
モ
ン
ゴ

ル
軍
に
圧
迫
さ
れ
て
華
南
の
山
間
地
帯
γ
拠
点
を
構
築
す
る
過
程

で
、
こ
の
漢
民
族
の
一
群
は
、
ミ
ャ
オ
族
、
ヤ
オ
族
、
ト
ン
族
な

中

」

學

ど
の
非
漢
民
族
と
の
抗
争
・
融
和
を
体
験
し
、
福
建
．
広
東
両
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

の
先
住
漢
民
族
と
鏑
を
削
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
的
摩
擦
の
な
か
で
、
彼
ら
は
、
統
一
的
意
志

を
も
つ
集
団
に
練
成
さ
れ
、
先
住
の
土
着
民
社
会
と
区
別
し
て
、

外
来
の
客
民
、
と
い
う
意
味
で
、
「
客
家
」
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
れ
を
「
｝
芽
訂
」
と
発
音
す
る
の
は
、
彼
ら
を
響
戒

す
る
広
東
人
の
方
言
に
よ
る
の
で
あ
る
が
、
い
い
か
え
れ
ぱ
、

「
客
家
」
の
統
合
過
程
は
、
「
夷
秋
」
に
対
す
る
「
中
華
」
の
自
覚

に
せ
よ
、
「
土
着
」
に
対
す
る
「
客
住
」
の
自
己
認
識
に
せ
よ
、

外
側
か
ら
迫
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
自
覚
的
統
合
の
核
を
な
し
た
も
の
は
、
血
縁
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
、
地
縁
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず

れ
で
も
な
く
、
言
語
で
あ
り
、
礼
俗
と
い
う
形
の
文
化
体
系
で
あ
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っ
た
。

　
す
で
に
、
県
境
を
こ
え
て
移
動
し
、
省
境
に
ま
た
が
っ
て
自
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
〕

集
団
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
狭
く
閉
ざ
さ
れ
た
地
縁
社
会
の

統
合
原
理
は
棄
り
こ
え
ら
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
ま
た
、
血
縁

的
統
合
は
、
サ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
に
と
ど
ま
り
、
各
地
に
散
居
す
る

客
家
の
同
族
を
同
姓
集
団
と
し
て
結
び
つ
け
る
機
能
は
果
し
た
と

し
て
も
、
客
家
金
体
老
対
立
者
か
ら
防
衛
す
る
統
合
原
理
と
し
て

は
不
足
で
あ
ウ
た
。

　
江
西
、
福
蓮
、
広
東
、
広
西
、
四
川
等
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
地

縁
堕
言
語
圏
を
構
成
す
る
諸
省
に
ま
た
が
っ
て
、
横
断
的
な
客
家

社
会
が
形
成
さ
れ
た
の
は
、
太
平
天
国
の
革
命
運
動
以
後
の
こ
と

　
（
三

で
あ
る
。
各
省
各
地
の
方
言
の
影
響
を
す
く
な
か
ら
ず
受
け
な
が

ら
も
、
横
断
的
な
共
通
語
と
し
て
、
客
家
語
が
守
り
通
さ
れ
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

と
が
、
客
家
の
文
化
的
統
合
を
内
側
か
ら
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
漢
民
族
の
な
か
の
一
部
の
集
団
が
、
外
部

か
ら
の
圧
迫
と
分
断
に
耐
え
、
共
通
の
言
語
を
核
と
し
な
が
ら

「
申
華
」
的
文
化
統
合
を
実
現
し
つ
つ
あ
っ
た
時
代
、
一
九
世
紀

中
葉
は
、
同
時
に
、
中
華
に
と
っ
て
の
「
夷
秋
」
が
、
北
方
遊
牧

民
族
の
み
な
ら
ず
、
西
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
、
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
、
日

本
等
、
近
代
的
な
国
民
国
家
群
へ
と
拡
大
し
て
い
っ
た
時
代
で
も

あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
の
時
、
客
家
は
、
飢
餓
線
上
を
さ
ま
よ
い

な
が
ら
、
ク
ー
リ
ー
と
し
て
、
あ
る
い
は
単
身
冒
険
の
出
稼
ぎ
労

働
者
と
し
て
、
国
境
を
こ
え
、
海
を
渡
り
、
東
南
ア
ジ
ァ
、
ハ
ワ

イ
、
ア
メ
リ
カ
、
ラ
テ
ン
ァ
メ
リ
カ
、
ア
フ
リ
カ
等
、
世
界
各
地

へ
、
就
職
機
会
の
見
つ
か
る
ま
で
行
進
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
の
で

？
）

あ
る
。

　
と
も
す
れ
ぱ
、
客
家
史
は
、
立
志
伝
や
成
功
課
と
し
て
語
ら
れ

が
ち
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
マ
レ
ー
半
島
で
は
葉
亜
来
が
ク
ア
ラ

　
　
　
　
　
　
＾
8
）

ル
ン
プ
i
ル
を
開
き
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ァ
で
は
羅
芳
伯
が
ア
ジ
ァ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
〕

最
初
の
大
統
領
制
共
和
国
の
雛
型
を
つ
く
り
、
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

王
朝
は
鄭
昭
が
建
て
も
し
た
。
さ
ら
に
、
第
二
次
大
戦
後
、
民
族

解
放
の
潮
流
の
な
か
で
、
独
立
し
た
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
の
初
代
大
統

領
何
歳
、
同
じ
く
ガ
イ
ア
ナ
の
鍾
亜
琵
、
ビ
ル
マ
の
ネ
・
ウ
ィ
ン

首
相
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
リ
ー
・
ク
ワ
ン
ユ
ー
首
相
を
は
じ
め
、

ア
ジ
ァ
や
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
希
望
の
星
と
な
っ
た
客
家

系
華
人
は
す
く
な
く
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
指
導
者
が
成
功
し
た
の
は
、
彼
ら
が
客
家
民
衆
の
輿

望
を
に
な
い
、
期
待
に
こ
た
え
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
歴
史

的
な
人
物
評
価
の
底
に
あ
る
民
衆
社
会
の
世
論
に
沿
っ
て
い
る
か

ぎ
り
に
お
い
て
、
彼
ら
は
尊
敬
も
さ
れ
、
語
り
伝
え
ら
れ
も
す
る
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一橘論叢 第八十九巻　第三号 （58）

表1　世界の客家人口

ユ950年代

300，000

62，263

1960年代

368，OC0

58，OOO

150．000

96IOOO

1970年代

40．OOO，O00

　1，700，OOO

4，O00

1980年代及
ぴ年代不明

400IOOO

5，000

傭　　　　　考

1970年の資料（a）

1970（a）

1962（a）

1962（c）

1972（a），1980（d）

1950（a）

1962（c）

1947（c）、1956（c），1962（c）

30，000

476，700

3．500

10．000

530．000

350．000

550．OO0

5，000±α

1，250

10，OO0

10，000

24．000

500＋α

　5．250

13，800

800

2，OPO

30，000

25，000

11，OO0

1，OOO

4，O00

20，O00

5，000土α

　　5，O00

5’000士α

　　　2．000

5．OOO±α

18，000

1931（c），1947（c）I1962（b）

1931（c）、194ア（c）、1962（b）

1950　（a），1962　（b）

1962（b）

1950（a）

1962（b）

（a）

（a）

1948（a），1962（a）

1962（a）

（a）

（a）

1974（e）

（a）

（a）

（a）

1974（e）

（a）

1962（b）

1962（b）

1962（a）

1945（c），1950（a），1962（c）

1970（a）

（a）

『客家人』台北11978。（b〕郭寿奉『客家源流新志』台北、1963。（o）『横榔喫客属公会四十週年記念刊』ペナン。

表報告」パンコク。1982。（e）『世界客属第二次懇親犬会爽録』台北。1974。
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1940年代1930年代

57，189

437．407

40，036

15，000＝ヒα

9．396

21ア，697

19，31フ

ノレ

ボ

国（大陸）

国（台湾）

　　湾
　　オ
　　本
　　イ

　　マ
ナ　　ム

ジ　ア

シ　ア

中
中

香
マ

目
　
タ

ピ

ペ
　
カ

マ

ル
　
ア

一
　
シ

ポ
　
ネ

ガ
ド

ン
　
ン

シ
　
イ

フィリピン（マニラ〕

ル
ド
ア

　
　
リ

■　
　
ラ

モ
　
ン
　
ト

　
　
　
ス

イ　
　
　
一

テ
　
イ
　
オ

の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
世
論
の
主
体
と
し
て
の
客
家
人
が
、
現

在
、
世
界
各
地
の
ど
こ
で
、
ど
の
く
ら
い
活
動
し
て
い
る
の
か
を

知
る
よ
す
が
と
し
て
、
人
口
統
計
を
集
約
す
れ
ば
、
表
1
の
よ
う

に
な
る
。
推
定
人
口
に
は
諸
説
が
あ
っ
て
一
致
し
な
い
し
、
厳
密

な
数
値
は
望
め
な
い
が
、
概
数
と
し
て
、
世
界
の
客
家
総
人
口
は

約
五
千
万
人
弱
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
中
国
大
陸
と
台
湾
に
約
四
千

余
万
人
が
居
住
し
、
海
外
華
僑
な
い
し
華
人
と
し
て
約
七
百
余
万

ニューギニア（ラバウル）

ア　メ　リ　カ（本土）

パ　　ナ　マ
ジヤマイカ
トニリダード

キューバ
ガイアナ
スリナム
ブラジルペ　　ル　　ー

イギリス
オランダ
カ　ナ　ダ
ア　フ　リ　カ（南ア）

　
ル

ラ
　
　
　
ギ

ス
　
ン

ア　
オ

シ　
ニ

リ　
ユ

一モ
　
レ

＾
u
〕

蛙　備考欄の年号は，資料の該当年度。（〕内は出所1（a）陳運棟

　　1979。（d〕邸進福「世界客属総会第六次懇規大会日本崇正総会代

人
が
各
国
に
分
布
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
参
考
ま
で
に
、
遊
仲
勲
氏
の
整
理
さ
れ
た
世
界
の
華
僑
人
口
は
、

表
2
の
通
り
で
あ
る
。
1
・
2
両
表
を
対
照
す
れ
ば
、
華
僑
・
華

人
の
平
均
三
割
弱
が
客
家
人
で
あ
り
、
そ
の
比
率
は
国
に
よ
っ
て

か
な
り
異
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
た
と
え
ぱ
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
や

モ
ー
リ
シ
ァ
ス
で
は
、
そ
の
地
に
僑
居
す
る
華
人
の
殆
ど
全
て
が

客
家
系
で
あ
り
、
パ
ナ
マ
や
テ
ィ
モ
ー
ル
で
は
約
三
分
の
二
を
客
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一橋論叢　第八十九巻　第三号　（60）

（台湾側の推定）

地　　域
オセアニア

オーストラリア
ニュージーランド

ソシェテ藷島
フイジー群島
濠州領ニューギニア

ナ　　ウ　　ル

サモア群島
オセアニア　計

アフリカ

モーリシアス
マ　ラ　ガ　シ

甫ア共和国
モザンピーク
レ・ユニオン
リ　　ピ　　ア

ア　ン　ゴ　ラ

タ　ンザニア
ロ　ー　ア　シ　ア

ケ　　ニ　　ア
ウ　ガ　ン　ダ

ェチオ　ビア
リ　ベ　リ　ア

アラプ連合
コンゴ（キンシャサ）

モ　ロ　ヅ　コ
コンゴ（ブラザピル）

華僑人口

19．800

11．O00

6，94ε

4．943

3．000

　800
　108
46，599

（O．26％）

23．266

8I045

8．000

3．500

3．000

　500
　500
　420
　300
　150
　70
　55
　29
　27
　11
　9
　8

地　　域

ナイジェリア
カ　メ　ル　ー　ン

マ　ラ　ウ　イ
ガ　　ボ　　ン

アフリカ計
ヨー回ヅパ

イ　ギ　リ　ス

フ　ヲ　ン　ス
オ　ラ　ン　ダ

ソ　　　　連
ドイッ（東西？）

ア　ン　マ　ー　ク

ペ　ル　ギ　ー

イ　タ　リ　ア
ス　ペ　イ　ン
ポル　ト　ガル
ス　　イ　　ス
チェコスロバキア

ポーラン　ド
オーストリア
スウェーデン
ギ　リ　シ　ア
ルクセンブルグ

ノールウェー

華僑人口

4ア，898

（O．27％）

50．000

3．000

2．353

1．236

1．200

　900
　565
　312
　2ア9

　172
　120
　96
　88
　30
　24
　16
　10
　3

世　　界　計

　60，404
（0．34％）

17．9ア8I924

（100．00％）

（出所）華僑経済年鑑綴築委貝会鰯『葬僑経済年鑑』。1967年版，台北，

付：華僑人口分布図1こよる。

遊仲勲『東南アジアの華僑』1970を一部修正Lたもの。
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(61 ) ~~~!~+:~:;" (Hakka) i~~ir;AcA7~a)~~~i~]"it~~~ 

~~2 i~l:~iLo)~f~**A~I 

t~~ ~~~･A rl ~~~ ~~ ~j~~~A ~l 

ア　ジア 甫北アメリカ

タ　　　　　イ 3，799，OOO 合　　衆　　国 264，80ア

香　　　　港 3110，OOO カ　　ナ　　ダ 74，O00

マ　レ．一　シ　ア 3，388，324 キ　ュ　ー　バ 2卑，000

内訳（マ　ラ　ヤ 2，996，324） ペ　　　ル　　　ー 24，O00

（サラワク 282，000） ジヤマイ　カ
20，947

（サ　　バ 110，000） ト　リ　ニダド 15，000

インドネシア 2150，OOO ．　　　　一　　　　　“フ　　フ　　ジ　　ノレ 11，630

シンガポール 1，427I000 バ　　ナ　　マ 7，960

甫ペトナム 1，115，944 蘭領スリナム 7，000

ピ　　ル　　　マ 400，O00 グァテマラ
5，200

カ　ンボジア 260，O00 メ　キ　シ　コ 5，085

マ　　　カ　　　オ 160／64 英領ギアナ 5，000

フイ　リ　ヒ’ン 115，501 エク　ア　ドル 4，064

イ　　ン　　ド 53，252

ペネズェラ 4，OOO

日　　　　本 49，431 チ　　　　　リ 4’OOO

同　　（沖縄） 1，859 コ　ス　タ　リ　カ 3，000

ヲ　　オ　　ス 46，830 コ　ロ　ン　ピア 2．000

南　　朝　　鮮 28，g27 ド　ミ　ニ　カ 1，600

プ　ル　ネ　イ 21195 ニカ　ラ　グア 1，500

ナウジアラピア 14．O00 ホンジュラス
860

ポルトガル領チモール 5，568 仏領カイェンヌ 500

ト　　ル　　　＝1 3，078 ク　ラ　カ　オ
406

クリスマス島 2，100 サルパ　ドル
400

バキ　ス　タ　ン 1，700 アルぜンチン
380

セ　イ　ロ　ン 734 ア　　ル　　バ 220

アフガニスタン
28 ハ　　イ’　チ

204

イ　　ラ　　ン
17

ウルグアイ
151

ヨ　ル　ダ　ン 11 ボ　リ　ピ　ア
113

イ　　ラ　　ク 9 バルバ　ドス ユOO

レ　パ　　ノ　ン 9 パラ　グアイ
15

アジア　計
17，335，881

南北アメリカ計
488，142

（96．42％） （2－72％）
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一橋諭叢 第八十九巻 第三号　（62）

家
が
占
め
る
。
逆
に
、
広
東
系
、
福
建
系
、
潮
州
系
な
ど
、
他
の

地
域
グ
ル
ー
プ
（
郷
謂
）
に
属
す
る
華
僑
に
く
ら
べ
て
、
客
家
が

著
し
く
少
い
か
皆
無
の
所
も
目
立
つ
。

　
こ
の
よ
う
な
分
布
の
疎
密
が
生
じ
た
社
会
経
済
史
的
理
由
は
、

各
国
別
に
分
析
す
べ
き
課
題
と
し
て
今
後
に
残
す
が
、
一
般
論
と

し
て
は
、
移
動
を
組
織
し
た
帯
の
職
業
傾
向
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ

て
き
た
。
た
と
え
ぱ
、
福
建
謂
は
海
上
商
人
型
で
輸
送
労
働
に
従

事
し
、
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
各
国
の
港
湾
都
市
に
い
ち
は
や
く

移
住
し
、
上
海
系
の
三
江
帯
は
商
業
資
本
家
が
多
く
香
港
や
長
崎

へ
、
福
州
帯
は
呉
服
薙
貨
の
行
商
人
と
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ァ
の
奥

地
に
ま
で
入
り
、
潮
州
帯
は
食
料
品
商
と
し
て
タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム

に
拠
点
を
か
ま
え
、
広
東
帯
は
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
目
ン
や
鉱
山
の
労

働
者
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
や
南
北
ア
メ
リ
カ
ヘ
も
渡
っ
た
が
、

客
家
帯
は
、
広
東
帯
型
の
生
産
労
働
に
加
え
て
技
能
職
に
す
ぐ
れ
、

教
師
・
医
師
・
弁
護
士
等
の
資
楕
を
と
っ
て
各
国
の
首
都
で
も
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
皿
〕

躍
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
郷
帯
が
、
そ
れ
ぞ
れ
同
郷
・
同
業
・
同
姓
の
ギ
ル
ド

的
な
相
互
扶
助
組
織
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
、
周
知
の
通
り
で
あ

＾
螂
）る

。
と
り
わ
け
客
家
帯
は
団
縞
の
固
い
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ぱ
あ
い
、
総
人
口
約
二
三
〇
万
人

の
七
六
％
に
あ
た
る
約
一
七
五
万
人
の
華
人
の
う
ち
、
客
家
人
は
、

海
南
人
と
ほ
ぼ
同
数
の
約
十
二
万
人
で
あ
り
、
福
建
人
（
七
八
万

人
）
、
潮
州
人
（
四
十
万
人
）
、
広
東
人
（
三
十
万
人
）
に
く
ら
ぺ

て
少
数
派
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
リ
ー
・
ク
ワ
ン
ユ
ー
首
相

の
出
身
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
他
の
郷
帯

に
く
ら
べ
て
、
客
家
の
相
互
扶
助
組
織
が
多
彩
で
活
発
に
機
能
し

て
い
る
こ
と
を
挙
げ
ね
ぱ
な
る
ま
い
。
　
　
　
　
　
　
ー

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
の
宋
明
順
氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
客
家
人
の
社
会
組
織
に
は
、
大
別
し
て
次
の
三
種

　
　
＾
1
4
）

類
が
あ
る
。

　
（
1
）
　
地
縁
団
体

　
応
和
会
館
（
嘉
応
州
五
県
1
1
梅
県
・
蕉
嶺
・
五
華
・
興
寧
・
平

遠
）
、
茶
陽
会
館
（
潮
州
府
大
塙
県
）
、
永
定
会
館
（
福
建
省
永

定
）
、
豊
順
会
館
（
潮
州
府
豊
順
県
）
、
恵
州
会
館
（
広
東
省
恵
州

府
十
県
“
恵
陽
・
博
羅
・
龍
川
・
河
原
・
紫
金
・
海
豊
・
陸
豊
・

和
平
・
連
平
・
新
豊
）
、
南
洋
上
杭
同
郷
会
（
福
建
省
上
杭
・
汀

州
）
、
豊
永
大
公
司
（
豊
順
・
永
定
・
大
塙
三
県
連
合
）
、
嘉
応
五

属
同
郷
会
、
嘉
僑
同
郷
会
、
興
寧
同
郷
会
、
南
洋
五
華
同
郷
会

（
以
上
四
団
体
は
嘉
応
州
の
一
県
単
位
）
、
武
吉
班
譲
客
属
同
郷
会

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
｝
寿
宗
霊
旦
彗
地
区
）
等
。
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（
2
）
血
縁
団
体

　
藍
氏
公
会
、
客
属
黄
氏
公
会
、
南
洋
審
属
陳
氏
公
会
、
客
属
劉

氏
彰
城
公
会
、
嘉
応
張
氏
公
会
、
客
属
林
氏
公
会
、
客
属
慶
氏
公

会
、
南
洋
羅
氏
公
会
、
南
洋
萢
氏
公
会
、
南
洋
頼
氏
公
会
、
南
洋

楊
氏
公
会
、
茶
陽
何
氏
公
会
、
南
洋
芭
郷
陳
氏
公
会
、
客
属
徐
氏

東
海
堂
、
南
洋
客
属
宝
樹
同
宗
社
、
等
。

　
（
3
）
親
睦
団
体

　
和
商
互
助
会
、
崇
僑
互
助
社
、
松
善
互
助
社
、
茶
陽
励
志
社
、

東
南
倶
楽
部
、
新
生
聯
誼
社
、
同
声
倶
楽
部
、
曇
湖
倶
楽
部
、
等
。

　
以
上
の
諸
団
体
は
、
同
業
種
の
構
成
員
を
中
心
と
す
る
業
縁
組

織
の
機
能
を
あ
わ
せ
も
つ
。
そ
れ
ら
の
す
べ
て
に
共
通
す
る
の
が

客
家
語
で
あ
り
、
戴
国
揮
氏
に
な
ら
っ
て
い
え
ぱ
、
語
縁
団
体
と

し
て
の
大
団
結
が
成
立
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
地
縁
・
血
縁
・

業
縁
の
団
体
を
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
と
し
て
包
括
す
る
、
語
縁
的
な
文

化
統
合
体
が
「
南
洋
客
属
総
会
」
と
し
て
鉾
え
立
ち
、
大
き
な
会

　
　
　
　
　
　
＾
帖
〕

館
を
共
有
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
組
織
が
、
世
界
中
、
客
家
人
の
生
活
圏
に
は
必
ず

結
成
さ
れ
て
お
り
、
相
互
に
国
境
を
こ
え
た
協
カ
の
ネ
ツ
ト
ワ
ー

ク
を
築
き
あ
げ
、
そ
の
頂
点
あ
る
い
は
中
心
と
し
て
、
「
世
界
客

属
総
会
」
が
活
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
一
　
世
界
客
属
総
会
の
形
成
と
懇
親
大
会

　
客
家
の
世
界
組
織
、
「
世
界
客
属
総
会
」
は
、
一
九
七
一
年
九

月
二
九
日
、
「
香
港
崇
正
総
会
」
の
創
立
五
十
周
年
（
金
稽
）
を

記
念
し
て
、
香
港
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回
の
世
界
客
属
懇
親
大
会

に
始
ま
り
、
二
年
に
一
度
、
こ
れ
ま
で
に
六
回
開
か
れ
て
い
る
。

そ
の
推
移
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
第
一
回
、
一
九
七
一
年
九
月
、
香
港
。
香
港
崇
正
総
会
主
催
、

世
界
各
国
．
洛
地
区
の
代
表
四
九
団
体
、
一
千
人
を
こ
え
る
代
表

　
　
　
　
＾
1
6
）

が
参
加
し
た
。

　
第
二
回
、
一
九
七
三
年
十
月
、
台
北
。
台
北
市
の
中
原
客
家
聯

誼
会
主
催
。
台
北
市
申
山
堂
中
正
庁
に
お
い
て
十
月
五
、
六
、
七

日
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
台
湾
か
ら
ニ
ニ
O
○
余
人
、
海
外
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
g

七
〇
〇
余
人
、
四
十
余
団
体
の
各
国
・
各
地
区
代
表
が
参
加
し
た
。

　
第
三
回
、
一
九
七
六
年
十
月
、
台
北
。
当
初
、
バ
ン
コ
ク
に
お

い
て
タ
イ
国
崇
正
総
会
の
主
催
で
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、

中
国
を
め
ぐ
る
国
際
関
係
の
変
化
に
と
も
な
い
、
開
催
地
を
台
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
㎎
〕

市
と
し
、
世
界
客
属
総
会
の
主
催
に
変
更
さ
れ
た
。

　
第
四
回
、
一
九
七
八
年
九
月
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
。
「
旅
美

三
藩
市
崇
正
会
」
の
創
立
五
十
周
年
を
記
念
し
て
同
会
が
主
催
、
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＾
1
9
〕

米
国
の
会
貝
千
人
余
と
世
界
各
地
の
客
属
八
百
余
人
が
参
加
し
た
。

　
第
五
回
、
一
九
八
O
年
十
月
、
東
京
・
大
阪
。
在
日
客
属
五
干

人
か
ら
成
る
日
本
崇
正
総
会
が
主
催
、
海
外
か
ら
千
人
余
の
代
表

を
迎
え
て
挙
行
さ
れ
た
。
開
会
式
な
ら
び
に
総
会
は
、
東
京
崇
正

公
会
な
ら
ぴ
に
東
京
崇
正
協
同
組
合
の
本
部
が
あ
る
東
京
で
催
さ

れ
、
閉
会
式
は
、
関
西
崇
正
公
会
が
主
宰
し
て
宝
塚
市
で
行
わ
れ

妻ナ　
第
六
回
、
一
九
八
二
年
九
月
、
バ
ン
コ
ク
。
タ
イ
国
客
属
総
会

が
主
催
し
、
バ
ン
コ
ク
市
建
都
二
百
周
年
を
記
念
し
て
、
十
数
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
1
）

国
、
百
余
団
体
、
一
千
六
百
余
人
の
参
加
の
も
と
に
挙
行
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
、
次
の
第
七
回
総
会
は
、
一
九
八
四
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
前
述
の
南
洋
客
属
総
会
が
目
下

そ
の
予
備
的
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
私
が
参
加
し
た
の
は
、
第
五
回
と
第
六
回
の
両
大
会
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
盟
）

在
日
本
客
属
の
代
表
的
知
識
人
・
戴
国
揮
氏
の
高
配
に
よ
り
、
日

本
崇
正
総
会
（
邸
添
寿
会
長
）
な
ら
び
に
東
京
崇
正
公
会
（
邸
進

福
会
長
）
の
あ
ら
ゆ
る
行
事
に
参
加
の
機
会
を
与
え
ら
れ
、
そ
の

見
聞
に
も
と
づ
い
て
本
稿
を
ま
と
め
て
い
る
。
就
中
、
邸
進
福
会

長
に
随
行
し
て
、
第
六
回
バ
ン
コ
ク
大
会
に
参
加
し
、
バ
ン
コ
ク
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
、
台
北
を
歴
訪
し
な
が
ら
、
同
会
長
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
3
）

日
夜
教
示
を
あ
お
い
だ
こ
と
は
特
記
せ
ね
ぱ
な
る
ま
い
。
の
み
な
．

ら
ず
、
そ
の
道
中
、
旧
知
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
客
家
社
会
の
リ
ー
ダ

ー
で
あ
る
頼
開
寵
氏
（
嘉
僑
同
郷
会
主
席
、
南
洋
客
属
総
会
な
ら

ぴ
に
応
和
会
館
理
事
）
と
氏
の
総
領
頼
亜
僑
君
（
元
．
一
橋
大
学

留
学
生
）
に
再
会
し
て
種
々
聴
聞
し
得
た
事
実
も
、
本
稿
の
素
材

と
な
っ
て
い
る
。
勿
論
、
そ
れ
ら
を
整
理
し
、
文
献
史
料
の
伝
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
彗

る
史
実
に
関
す
る
私
な
り
の
判
断
と
あ
わ
せ
て
、
こ
こ
に
記
す
一

文
の
責
任
が
私
自
身
に
帰
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
大
方
の
叱

正
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
幸
甚
で
あ
る
。

三
　
過
去
－
対
決
の
時
代
の
世
界
大
会

　
一
九
七
一
年
九
月
、
香
港
で
最
初
の
世
界
客
家
大
会
が
催
さ
れ

る
前
後
、
北
京
と
ワ
シ
ン
ト
ン
の
雪
ど
け
が
始
ま
っ
て
い
た
。
七

月
に
は
、
ニ
ク
ソ
ン
訪
印
の
計
画
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
十
月
に
は
、

キ
ヅ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が
北
京
入
り
し
て
周
恩
来
と
会
談
し
た
。
い
わ

ゆ
る
ビ
ン
ポ
ン
外
交
が
、
北
京
・
ワ
シ
ン
ト
ン
・
東
京
の
三
極
の

接
近
を
つ
よ
め
、
相
対
的
に
、
香
港
．
台
北
の
不
安
を
つ
の
ら
せ

て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
一
九
七
二
年
、
第
二
回
の
世
界
客
家
大
会
が
十
月
に
台

北
で
開
か
れ
た
時
に
は
、
す
で
に
、
田
咋
内
閣
の
日
本
国
は
、
中
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華
民
国
か
ら
中
華
人
民
共
和
国
へ
の
外
交
転
換
を
遂
げ
て
い
た
の

で
あ
っ
た
。

　
国
家
と
国
家
の
権
カ
的
な
関
係
の
激
変
の
は
ざ
ま
に
あ
っ
て
、

客
家
系
中
国
人
は
何
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
ら
・
ま

た
、
麗
足
を
せ
ず
潴
働
に
い
そ
し
ん
で
き
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
客

　
　
　
　
　
　
　
＾
拓
）

家
婦
人
ρ
彼
女
ら
は
、
と
う
の
昔
に
国
家
利
害
の
あ
さ
ま
し
さ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
6
）

見
抜
き
、
権
カ
的
な
価
値
規
準
を
乗
り
こ
え
て
い
た
。

　
客
家
人
の
彼
ら
と
彼
女
ら
は
、
こ
よ
な
く
ラ
ブ
・
ソ
ン
グ
を
愛

し
、
祖
先
伝
来
の
山
歌
を
口
ず
さ
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
幾
多
の
蝦

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
η
〕
　
　
・

難
辛
苦
を
克
服
し
て
き
た
。
「
ラ
ブ
・
イ
ズ
・
ア
・
メ
ニ
ー
・
ス

プ
レ
ン
ダ
ー
ド
．
シ
ン
グ
」
の
主
魑
歌
で
世
界
を
風
擁
し
た
「
慕

憎
」
の
ハ
ン
．
ス
ー
イ
ン
女
史
が
、
客
家
系
の
国
際
人
・
世
界
市

　
　
　
　
　
　
　
＾
2
8
）

民
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
客
属
の
文
化
伝
統
は
、
し
だ
い
に
客
家

を
も
超
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
リ
ー
・
ク
ワ
ン
ユ
ー
首
相
が
、
み

ず
か
ら
客
家
と
名
乗
る
こ
と
も
せ
ず
、
中
国
人
と
か
華
僑
・
華
人

と
か
い
う
レ
ッ
テ
ル
貼
り
も
拒
み
、
た
だ
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
リ
ア

ン
」
だ
と
し
を
言
わ
な
い
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
県
境

を
こ
え
、
省
境
を
こ
え
、
国
境
を
こ
え
て
き
た
客
家
で
あ
る
。
行

き
つ
く
と
こ
ろ
は
、
と
り
あ
え
ず
「
人
類
」
し
か
な
さ
そ
う
だ
。

　
事
実
、
激
変
す
る
政
治
状
況
の
な
か
で
精
成
さ
れ
た
香
港
崇
正

総
会
（
H
、
目
目
o
目
箏
ま
＞
鶉
o
o
武
ま
o
p
｝
冒
σ
q
肉
昌
o
q
）
は
、
そ
の

会
章
を
定
め
る
に
あ
た
っ
て
、
国
連
と
同
じ
よ
う
に
地
球
を
中
心

に
据
え
、
そ
こ
に
世
界
地
図
を
線
描
き
し
て
、
「
崇
正
」
（
正
義
を

尊
び
、
邪
悪
を
糾
す
）
の
二
文
字
を
入
れ
、
金
色
の
勝
利
に
輝
く

盾
形
の
縁
取
り
で
囲
む
こ
と
に
よ
っ
て
敢
然
た
る
勇
気
を
表
現
す

る
こ
と
に
し
た
。
全
体
の
色
彩
は
、
藍
・
白
・
紅
の
三
色
と
し
、

そ
れ
ぞ
れ
「
自
由
・
平
等
・
博
愛
」
を
象
徴
さ
せ
た
の
で
な
礎
。

　
こ
の
図
案
は
、
客
家
出
身
の
客
家
史
家
、
香
港
犬
単
教
授
、
故

羅
香
林
氏
の
提
案
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
解
釈
は
、
初
代
理
事
長

黄
石
華
氏
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
。
地
球
の
図
柄
は
、
太
陽
と
同

心
円
状
に
描
か
れ
、
二
十
四
条
の
放
射
状
光
線
が
ほ
と
ぱ
し
っ
て

い
る
が
、
そ
れ
は
、
四
六
時
中
、
進
歩
を
も
と
め
て
回
転
す
る
さ

ま
と
、
太
陽
の
照
る
所
、
中
国
人
の
居
る
処
、
世
界
中
く
ま
な
く

審
属
が
活
躍
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。

　
自
由
、
平
等
、
博
愛
、
と
い
う
、
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
か
ら
フ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
0
）

ン
ス
革
命
に
受
け
つ
が
れ
、
ア
メ
リ
カ
独
立
を
さ
さ
え
、
羅
芳
伯

の
ア
ジ
ァ
的
大
統
領
制
を
生
み
出
し
た
理
念
、
近
代
の
幕
あ
け
に

「
人
類
」
の
方
向
づ
け
を
し
た
価
値
規
準
が
、
客
属
の
香
港
崇
正

総
会
に
と
つ
て
の
理
想
と
な
つ
た
。
そ
の
理
想
の
前
に
は
・
「
客

家
」
に
執
着
す
る
必
要
な
し
、
と
い
う
理
由
で
、
会
名
に
客
家
・
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＾
趾
）

客
属
等
の
文
字
を
採
入
れ
な
い
こ
と
も
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
理
想
と
現
実
と
の
緊
張
関
係
は
、
人
の
世
の
常
で
あ
る
。
一
九

七
一
年
と
い
う
国
際
政
治
の
転
換
期
に
お
い
て
、
香
港
客
属
の
直

面
し
た
政
治
的
現
実
は
、
．
人
類
的
崇
正
の
理
想
と
隔
る
こ
と
雲
泥

の
差
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
落
差
を
、
客
家
人
は
、
政
治

的
に
、
で
は
な
く
、
文
化
的
・
歴
史
的
に
埋
め
よ
う
と
努
カ
し
た

形
跡
が
あ
る
。

　
さ
か
の
ぼ
れ
ぱ
、
清
朝
光
緒
三
一
年
（
一
九
〇
五
）
か
ら
民
国

九
年
（
一
九
二
〇
）
に
か
け
て
、
中
国
で
は
、
客
家
は
漢
民
族
な

り
や
否
や
と
の
論
争
が
た
た
か
わ
さ
れ
て
い
た
。
つ
い
に
、
一
九

二
〇
年
、
イ
ギ
リ
ス
人
ウ
才
ル
コ
ヅ
ト
の
編
ん
だ
『
英
文
世
界
地

理
』
を
上
海
の
商
務
印
書
館
が
出
版
し
た
と
こ
ろ
、
書
中
に
「
山

地
に
は
審
家
の
よ
う
な
野
蛮
な
部
藩
が
多
い
」
と
記
さ
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
客
家
人
士
の
糾
弾
の
声
が
ま
き
お
こ
り
、
北
京
．
上

海
・
広
州
・
香
港
に
ま
た
が
る
客
家
の
連
帯
を
生
み
、
一
九
二
一

年
九
月
二
九
日
、
「
旅
港
客
属
代
表
大
会
」
が
開
催
さ
れ
る
運
ぴ

と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
蔑
視
と
差
別
へ
の
抗
議
の
な
か

か
ら
、
客
家
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
求
め
る
集
団
活
動
が
生

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
珊
〕

ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
や
が
て
、
そ
れ
は
自
衛
と
相
互
扶
助
の
た
め
の
「
旅
港
崇
正
工

商
総
会
L
と
な
り
、
一
九
二
六
年
に
は
、
範
囲
を
拡
げ
る
た
め
に

「
工
商
」
の
二
字
を
削
除
し
て
「
崇
正
総
会
」
と
改
め
、
戦
後
、

ヒ
ニ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
自
覚
に
立
っ
て
、
旧
会
章
の
万
（
卍
）
字
を

廃
止
し
て
前
述
の
羅
香
林
デ
ザ
イ
ン
に
切
り
か
え
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
一
九
六
八
年
、
大
陸
に
文
革
の
嵐
が
吹
き
荒
ぷ
時
代
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
新
し
い
会
章
は
、
会
旗
と
も
な
り
、
世
界
各
地
の
客
属
の

注
目
を
あ
つ
め
た
。
ま
ず
、
米
国
各
地
の
同
胞
が
こ
れ
に
な
ら
い
、

世
界
組
織
を
も
と
め
る
声
が
た
か
ま
っ
て
き
た
。
お
互
い
に
自
己

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
ル
ー
ツ
を
確
認
す
る
意
欲
に
動
か
さ
れ

て
、
会
誌
を
発
行
し
、
系
譜
・
族
譜
を
印
行
↓
、
奨
学
制
度
を
設

け
る
な
ど
し
て
団
結
を
つ
よ
め
て
き
た
が
、
香
港
崇
正
総
会
が
創

立
五
十
周
年
を
迎
え
る
の
を
機
に
、
世
界
客
属
の
懇
親
大
会
を
開

こ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
当
時
か
ら
香
港
崇
正
総
会
の
指
導
者
で
あ
っ
た
黄
石
華
氏
は
、

率
先
し
て
世
界
各
地
の
崇
正
会
を
歴
訪
し
、
共
産
主
義
．
三
民
主

義
・
反
共
主
義
、
等
、
い
か
な
る
主
義
に
も
と
ら
わ
れ
ず
、
客
属

鉗
親
の
親
睦
の
た
め
の
大
会
の
意
義
と
必
要
性
を
遊
説
し
て
歩
い

た
、
と
い
う
。

　
そ
の
結
果
、
前
述
の
よ
う
に
、
第
一
回
大
会
が
実
現
し
た
の
で
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あ
る
が
、
当
時
の
政
治
状
況
は
、
黄
石
華
氏
の
、
政
治
に
介
入
せ

ず
、
と
の
理
念
に
反
し
て
、
親
共
か
反
共
か
、
と
い
う
二
者
択
一

的
な
態
度
決
定
を
迫
り
、
迂
余
曲
折
を
経
て
、
反
共
の
旗
色
を
鮮

明
に
し
た
香
港
中
原
客
属
総
会
の
何
貫
虹
会
長
が
、
台
北
市
の
中

原
客
属
聯
誼
会
と
結
ん
で
、
第
二
回
台
北
大
会
を
準
傭
す
る
。
そ

の
当
時
、
台
湾
全
体
の
崇
正
会
は
結
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

台
北
市
の
同
会
が
台
湾
を
代
表
し
、
大
会
を
実
現
し
た
。
こ
の
大

会
に
お
い
て
世
界
客
属
総
会
の
規
約
が
採
択
さ
れ
、
中
原
聯
誼
会

の
翁
鉾
会
長
が
、
世
界
客
属
総
会
の
会
長
に
選
出
さ
れ
た
。

　
翁
鉾
氏
は
、
台
湾
客
属
三
百
万
人
の
中
で
の
出
世
頭
と
い
わ
れ
・

内
政
部
長
（
内
務
大
臣
）
を
つ
と
め
た
人
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も

な
く
国
民
党
の
三
民
主
義
路
線
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
香
港
の
黄

石
華
氏
と
の
隔
た
り
は
そ
れ
だ
け
大
き
く
な
っ
た
。

　
こ
の
台
北
大
会
で
、
次
期
開
催
地
は
バ
ン
コ
ク
と
決
ま
っ
た
も

の
の
、
タ
イ
の
外
交
事
情
の
急
変
に
よ
っ
て
開
催
不
可
能
と
な
り
、

総
会
で
再
審
議
し
た
と
こ
ろ
、
総
会
が
経
費
を
負
担
し
て
台
北
で

開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
反
共
の
政
治
色
が
一
段

と
つ
よ
ま
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
対
決
ム
ー
ド
は
、
第
四
回
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
大
会
に
よ

っ
て
和
ら
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
世
界
客
属
総
会
の
生
み
の

親
と
纂
わ
れ
る
黄
石
華
会
長
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
東
京
大

会
に
は
団
長
と
し
て
参
加
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
近
の
第
六

回
バ
ン
コ
ク
大
会
に
は
欠
席
し
、
し
か
も
、
バ
ン
コ
ク
大
会
終
了

直
後
の
一
九
八
二
年
九
月
二
九
日
、
あ
の
旅
港
崇
正
会
創
立
記
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
〕

日
に
、
香
港
で
独
自
の
懇
親
大
会
を
敢
行
し
た
の
で
あ
る
。
何
故

で
あ
ろ
う
か
。

四
　
現
在
－
共
存
と
統
一

へ
の
摸
索

　
一
九
七
八
年
九
月
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
い
て
第
四
回
の

世
界
客
属
懇
親
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
私
は
、

在
米
研
修
を
き
り
あ
げ
て
帰
国
の
途
に
つ
か
ね
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
。

当
時
の
米
国
は
、
中
国
東
南
部
の
海
底
油
困
が
有
望
視
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
人
民
服
の
石
油
化
学
技
術
者
訪
米

団
が
各
地
で
歓
迎
さ
れ
る
か
と
思
秦
ぱ
、
ボ
ス
ト
ン
の
中
牽
衛
に

は
反
共
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
急
増
し
た
り
も
し
て
い
た
。

　
そ
の
夏
に
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ウ
ヅ
ド
山
1
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
研
究

所
の
特
別
審
員
研
究
員
と
し
て
の
在
期
を
全
う
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
た
小
川
平
四
郎
元
駐
中
国
大
使
夫
妻
が
、
私
ど
も
の
懇
望
に
こ

た
え
て
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
へ
も
講
演
に
来
ら
れ
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ

ン
．
シ
ニ
ウ
才
ル
ツ
、
エ
ズ
ラ
・
ヴ
オ
ー
ゲ
ル
両
氏
を
は
じ
め
米



橋論叢 第八十九巻 第三号　（68）

国
き
っ
て
の
中
国
学
者
と
の
討
論
を
通
じ
て
、
米
中
国
交
樹
立
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
彗
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、

近
い
こ
と
を
力
説
し
て
お
ら
れ
た
。
そ
の
冬
　
十
二
月
十
六
日

ワ
シ
ン
ト
ン
と
北
京
で
、
国
交
樹
立
の
同
時
声
明
が
行
わ
れ
、
一

挙
に
流
れ
が
変
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

　
そ
の
よ
う
な
激
流
の
兆
し
を
、
九
月
の
段
階
で
、
米
国
在
住
の

客
家
人
が
知
ら
な
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
実
際
、
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
市
崇
正
会
は
大
会
を
目
前
に
し
て
激
し
い
内
都
討
論

を
繰
返
し
た
後
、
新
会
長
に
中
立
派
の
陳
樹
桓
氏
を
選
出
し
て
い

る
。
も
と
は
と
い
え
ぱ
、
同
会
の
創
立
五
十
周
年
を
祝
う
記
念
行

事
と
し
て
世
界
大
会
を
引
受
け
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
が
、
米

中
接
近
の
新
状
況
の
な
か
で
、
親
共
、
反
共
は
も
と
よ
J
、
台
湾

独
立
派
を
も
ふ
く
め
て
、
中
華
世
界
の
未
来
像
に
関
す
る
各
種
各

派
の
対
立
が
あ
か
ら
さ
ま
と
な
り
、
米
国
政
府
の
動
向
に
明
る
い

陳
樹
桓
氏
が
、
反
共
の
李
燥
然
前
主
席
に
と
っ
て
か
わ
り
、
ユ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
船
〕

ー
ク
な
方
針
を
打
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　
す
な
わ
ち
、
居
住
国
で
あ
る
米
国
の
立
場
を
尊
重
し
て
、
米
国

と
そ
の
国
民
に
不
利
と
な
る
よ
う
な
政
治
的
発
言
は
も
と
よ
り
、

い
か
な
る
政
治
色
を
も
世
界
大
会
の
会
場
に
は
持
込
む
べ
き
で
な

い
こ
と
を
、
開
会
の
辞
で
断
言
し
た
の
で
あ
る
。

　
も
し
も
政
治
的
発
言
を
望
む
の
で
あ
れ
ぱ
、
会
場
の
外
で
個
人

と
し
て
発
言
せ
よ
、
会
場
内
で
は
、
政
治
以
外
の
話
題
に
か
ぎ
っ

て
自
由
発
言
を
認
め
る
、
と
い
う
親
睦
第
一
の
路
線
を
明
確
に
し

た
。　

さ
ら
に
、
従
来
の
大
会
で
掲
揚
さ
れ
て
い
た
青
天
白
日
旗
を
、

会
場
正
面
中
央
か
ら
は
ず
し
て
一
隅
に
移
し
、
中
央
に
は
、
中
国

統
一
・
国
共
合
作
を
実
現
し
た
孫
文
の
肖
像
を
掲
げ
る
こ
と
に
踏

み
き
っ
た
。

　
こ
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
大
会
の
原
則
は
、
第
五
回
の
東
京
大

会
に
継
承
さ
れ
、
非
政
治
三
原
則
と
し
て
発
展
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
①
政
治
に
関
与
し
な
い
、
②
会
員
個
人
の
恩
想
に

介
入
し
な
い
、
⑧
国
籍
を
間
わ
な
い
、
と
い
う
三
原
則
で
あ
る
。

　
い
か
に
原
則
を
つ
ら
ぬ
き
、
各
地
区
代
表
の
本
心
に
も
さ
か
ら

わ
な
い
よ
う
に
会
を
組
織
し
運
営
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
、
主

催
団
体
の
究
極
の
つ
と
め
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
、
各
地
区
の
代

表
か
ら
成
る
団
長
会
議
に
よ
っ
て
民
主
的
に
決
定
さ
れ
る
。
た
と

え
ば
、
政
治
に
関
与
し
な
い
、
と
い
う
第
一
原
則
に
つ
い
て
見
る

と
、
日
本
で
は
、
孫
文
肖
像
を
超
政
治
的
な
民
族
統
一
の
象
徴
と

し
て
掲
げ
る
こ
と
に
衆
議
一
決
し
、
会
場
中
央
正
面
に
堂
々
と
掲

げ
ら
れ
、
開
会
と
閉
会
の
際
に
、
こ
の
肖
像
に
対
す
る
三
拝
の
敬

礼
も
行
わ
れ
た
。
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＾
．

㍑

世界筈坦鏑六次愁煙大知つ畿艮団。舞台正繭左右にタイ国王ならぴに王妃の年典，その左斜め莫に孫文像、正函

中央にrl・1系一家」。　（・筑皆雄影）

　
し
か
し
、
タ
イ
で
は
、
事
態
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
か
っ
た
。

パ
ン
コ
ッ
ク
の
ナ
ラ
イ
・
ホ
テ
ル
の
会
場
正
面
に
は
、
左
右
に
プ

、
・
、
ポ
ン
国
王
と
王
妃
の
写
真
が
掲
げ
ら
れ
、
奥
の
中
央
に
は
「
世

界
客
属
第
六
次
懇
親
大
会
」
の
文
字
と
「
世
客
」
の
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
が
あ
る
の
み
で
、
孫
文
像
は
、
向
っ
て
左
側
、
国
王
の
写
真

の
斜
め
う
し
ろ
に
、
半
ぱ
隠
れ
る
よ
う
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
（
写

真
参
照
）
。

　
こ
の
よ
う
な
配
置
に
決
ま
る
ま
で
、
開
幕
前
夜
の
深
更
に
お
よ

ぷ
三
時
間
余
の
激
論
が
、
団
長
会
議
で
た
た
か
わ
さ
れ
た
、
と
い

・
つ
o

　
論
争
は
、
台
湾
代
表
が
孫
文
を
「
救
国
」
の
恩
人
と
称
揚
し
た

こ
と
に
端
を
発
す
る
。
タ
イ
の
崇
正
総
会
を
代
表
す
る
邸
紬
見
会

長
が
、
「
救
国
」
と
は
何
か
を
問
い
直
し
た
の
で
あ
る
。
救
国
の

方
法
は
、
所
詮
、
政
治
で
あ
る
。
共
産
主
義
か
、
三
民
主
義
か
、

と
い
う
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
君
主
制
か
、
共
和
制
か
、
と
い
う

間
題
も
あ
る
。
台
湾
代
表
に
と
っ
て
「
救
国
」
の
象
徴
と
さ
れ
る

孫
文
は
、
い
か
に
客
家
の
大
先
達
と
は
い
え
、
着
主
制
を
否
定
し

て
、
共
和
制
を
開
い
た
人
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
人
物
を
、
君
主

制
の
タ
イ
国
に
生
き
、
国
王
を
大
切
に
恩
う
タ
イ
の
客
家
が
「
救

国
」
の
主
と
し
て
仰
ぐ
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
民
主
と
い
え
ぱ
共
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和
制
、
と
は
眼
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
王
制
の
も
と
で
の
民
主
制

も
立
派
に
成
立
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
王
国
、
タ
イ
で

客
家
が
生
活
す
る
か
ら
に
は
、
タ
イ
の
国
制
を
尊
重
し
な
く
て
は

幸
福
は
得
ら
れ
な
い
。
台
湾
で
孫
文
を
崇
敬
す
る
こ
と
が
幸
福
へ

の
遣
で
あ
る
の
と
同
様
に
、
タ
イ
で
は
、
国
王
に
敬
礼
す
る
こ
と

が
先
決
な
の
だ
。
－
こ
の
よ
う
な
邸
細
見
会
長
の
論
理
に
対
し
、

台
湾
代
表
は
、
三
百
人
の
代
表
団
の
一
斉
引
揚
げ
も
辞
さ
ぬ
勢
い

で
反
論
し
、
結
果
に
お
い
て
は
、
日
本
崇
正
会
の
提
起
し
た
「
合

理
的
方
案
」
の
線
で
、
前
述
の
よ
う
な
写
真
配
置
に
お
さ
ま
っ
た
、

と
い
う
。

　
ま
た
、
国
旗
問
題
に
つ
い
て
は
、
バ
ン
コ
ク
で
は
世
界
客
族
総

会
旗
と
主
催
地
の
タ
イ
国
旗
が
壇
上
に
飾
ら
れ
た
他
、
一
切
の

「
国
籍
を
問
わ
な
い
」
方
針
に
沿
っ
て
い
か
な
る
国
旗
も
掲
げ
ら

れ
な
か
っ
た
。

　
前
回
の
東
京
会
場
で
は
、
舞
台
前
面
に
参
加
代
表
の
意
向
を
尊

重
し
て
、
三
人
以
上
が
参
加
し
た
団
体
に
限
っ
て
、
そ
の
団
体
の

希
望
す
る
旗
を
並
べ
る
こ
と
に
し
た
。
結
果
と
し
て
、
五
星
紅
旗

は
見
あ
た
ら
ず
、
青
天
白
日
旗
が
飾
ら
れ
て
い
た
た
め
、
二
、
三

の
新
聞
報
道
は
、
原
則
を
貫
徹
し
な
い
妥
協
、
と
批
評
し
、
統
一

の
悲
願
か
な
わ
ず
、
と
論
断
し
た
。
し
か
し
、
主
催
者
に
そ
の
間

の
事
情
を
踏
み
こ
ん
で
質
間
し
た
と
こ
ろ
、
論
理
は
次
の
よ
う
に

一
貫
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
の
政
治
的
中
立
の
芽
を
伸
ぱ
し
、
東
京

で
は
、
「
北
京
」
の
名
札
を
胸
に
し
た
客
家
人
も
、
台
湾
代
表
と

同
席
し
、
共
存
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
大
会
と
な
っ
た
。
北
京
か

ら
の
参
加
者
は
、
東
京
大
学
胸
部
外
科
で
研
修
の
た
め
来
日
中
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
蝸
〕

医
師
、
傅
尭
箕
氏
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
他
に
も
二
名
の
参
加
予
定

者
が
い
た
の
だ
が
、
つ
い
に
出
席
で
き
ず
、
結
局
、
北
京
か
ら
は

一
名
だ
け
で
、
団
体
を
構
成
す
る
三
人
の
条
件
を
満
た
せ
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、
五
星
紅
旗
掲
揚
の
機
会
が
失
わ
れ
た
ま
で
で
あ

る
。
一
方
、
台
湾
側
は
、
団
体
構
成
の
要
件
を
満
た
し
て
余
り
あ

る
大
型
代
表
団
を
派
遣
し
て
お
り
、
そ
の
希
望
に
沿
っ
て
青
天
白

日
旗
を
飾
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
あ
く
ま
で
も
団
体
の
象
徴
旗
と

し
て
遇
し
た
の
で
あ
っ
て
、
国
旗
扱
い
は
し
な
か
っ
た
、
と
い
う
。

こ
の
こ
と
を
不
満
と
し
て
、
台
湾
代
表
団
は
、
国
旗
と
し
て
の
大

旗
掲
揚
を
求
め
た
が
、
主
催
者
側
と
し
て
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
原
則
に
の
っ
と
り
、
会
場
内
に
政
治
す
な
わ
ち
国
旗
を
持
込
む

こ
と
は
認
め
な
い
、
と
い
う
方
針
を
つ
ら
ぬ
い
た
。

　
東
京
会
場
と
な
っ
た
品
川
の
ホ
テ
ル
バ
シ
フ
ィ
ッ
ク
に
対
し
て

は
、
門
外
に
星
天
白
日
大
旗
を
掲
げ
た
い
と
の
意
向
が
台
湾
代
表
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団
か
ら
表
明
さ
れ
、
両
者
で
協
議
の
結
果
、
実
現
を
見
な
か
っ
た
、

と
聞
く
。
た
だ
し
、
開
会
式
の
宝
塚
会
場
で
は
玄
関
の
外
に
大
旗

が
掲
げ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
東
京
よ
り
も
大
阪
の
方
が
地
縁

的
．
経
済
的
に
台
湾
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で

あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
日
本
で
の
総
会
の
経
験
を
ふ
ま
え
、
三
原
則
を
継

承
し
て
、
主
催
国
以
外
の
国
旗
は
一
切
掲
げ
ず
、
各
国
・
各
地
区

代
表
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
象
徴
を
、
民
族
的
国
旗
か
ら
世
界

客
属
総
会
旗
に
昇
華
さ
せ
た
バ
ン
コ
ク
大
会
の
決
定
は
、
そ
こ
に

結
集
さ
れ
た
全
世
界
の
客
家
の
指
導
者
た
ち
の
智
恵
の
産
物
と
評

し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

五
　
未
来

「
華
」
に
よ
る
連
帯
は
可
能
か

　
洛
陽
の
あ
た
り
、
河
南
の
古
典
文
化
の
中
心
地
か
ら
南
遷
し
、

「
夷
秋
」
と
の
斗
い
を
通
じ
て
「
中
華
」
の
自
覚
を
つ
よ
め
、
移

動
さ
き
の
華
南
の
少
数
民
族
や
漢
族
先
住
民
と
の
摩
擦
の
な
か
で
、

漢
民
族
の
正
統
と
い
う
意
識
を
つ
ち
か
っ
て
き
た
客
家
人
は
、
県

境
．
省
境
・
国
境
を
こ
え
、
世
界
の
中
の
「
華
」
の
民
と
し
て
の

統
合
を
実
現
し
つ
つ
あ
る
。

　
華
僑
か
ら
華
人
へ
、
仮
寓
か
ら
定
住
へ
、
と
い
う
現
地
化
の
過

程
が
進
む
に
つ
れ
て
、
そ
の
発
展
の
最
先
端
を
行
く
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
な
ど
に
お
い
て
は
、
審
家
の
文
化
的
統
合
の
核
で
あ
る
客
家
語

の
次
世
代
へ
の
継
承
が
困
難
と
な
り
、
華
語
か
ら
英
語
へ
の
移
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
η
）

が
加
速
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
。

　
「
華
」
す
ら
乗
り
こ
え
よ
う
と
し
て
い
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
リ

ー
．
ク
ワ
ン
ユ
ー
首
相
は
、
周
囲
か
ら
客
家
出
身
の
華
人
と
み
な

さ
れ
な
が
ら
も
、
み
ず
か
ら
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
リ
ア
ン
以
外
の
何
も

の
で
も
な
い
と
主
張
し
て
譲
ら
な
い
。
ま
た
、
中
華
人
民
共
和
国

の
指
導
陣
を
見
れ
ば
、
葉
剣
英
・
郵
小
平
・
塵
承
志
各
氏
、
故
朱

徳
・
郭
沫
若
・
陳
毅
各
氏
が
客
家
人
で
あ
る
こ
と
は
、
し
ば
し
ぱ

話
題
に
の
ぼ
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
故
毛
沢
東
氏
の
見
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
翁
〕

が
出
さ
れ
て
よ
り
こ
の
か
た
、
客
家
と
か
福
建
と
か
い
う
区
別
は

封
建
遺
制
の
地
方
主
義
で
あ
る
と
し
り
ぞ
け
ら
れ
、
原
則
論
と
し

て
は
「
中
華
」
の
坤
塙
に
溶
融
さ
れ
て
す
で
に
久
し
い
。

　
か
え
り
み
れ
ば
、
華
僑
と
い
い
、
華
人
と
い
い
、
「
中
華
人
民

共
和
国
」
に
せ
よ
、
「
中
華
民
国
」
に
せ
よ
、
ど
こ
ま
で
も
生
き

延
び
る
か
に
見
え
る
「
華
」
は
、
こ
れ
か
ら
さ
き
の
グ
ロ
ー
バ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
9
〕

な
、
あ
る
い
は
宇
宙
的
な
人
類
の
新
時
代
に
お
い
て
、
何
処
へ
行

こ
う
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
「
華
」
を
す
ら
乗
り

こ
え
は
じ
め
て
い
る
華
人
客
家
系
宰
相
の
指
導
す
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
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ル
に
お
い
て
、
二
年
後
、
一
九
八
四
年
秋
、
第
七
回
の
世
界
客
属

懇
親
大
会
が
開
か
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

　
す
く
な
く
と
も
、
バ
ン
コ
ク
大
会
の
開
会
式
に
お
い
て
、
南
洋

客
属
総
会
代
表
・
嘉
応
五
属
同
郷
会
会
長
の
卓
済
民
氏
は
、
二
力

月
の
検
討
期
間
の
猶
予
を
条
件
と
し
て
、
次
期
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
主

催
の
線
で
、
一
応
、
大
会
旗
を
継
承
し
た
。

　
第
三
回
大
会
の
前
例
も
あ
り
、
も
し
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
会
が
実

現
し
な
け
れ
ぱ
、
再
ぴ
総
会
預
り
に
せ
よ
と
い
う
動
き
も
一
方
に

は
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
勢
力
は
、
第
四
、
五
回
、
そ
し
て
六
回
へ

の
推
移
を
後
退
と
見
て
、
失
地
回
復
の
た
め
の
努
カ
を
傾
注
す
る

に
ち
が
い
な
い
。

　
他
方
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
国
内
事
情
を
眺
め
れ
ぱ
、
客
属
は
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
旧
来
の
民
族
主
義
は
歓
迎
さ

れ
そ
う
も
な
い
。
国
際
関
係
を
見
れ
ば
、
対
中
国
政
策
の
全
く
異

る
マ
レ
ー
シ
ア
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
い
う
両
隣
国
と
の
歩
調
を
ど

の
よ
う
に
整
え
て
世
界
大
会
に
取
組
む
か
、
と
い
う
難
間
も
あ
る
。

　
世
界
組
織
の
側
か
ら
見
れ
ぱ
、
バ
ン
コ
ク
大
会
に
欠
席
し
、
沈

黙
を
守
る
香
港
崇
正
総
会
（
黄
石
華
会
長
）
の
動
向
に
も
｛
未
知

の
要
素
が
多
い
。
バ
ン
コ
ク
大
会
の
終
了
直
後
に
、
同
会
が
香
港

で
懇
親
会
を
開
催
し
、
大
会
か
ら
の
帰
途
に
お
も
む
く
各
国
各
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
0
〕

区
代
表
に
招
待
状
を
送
っ
て
い
る
事
実
は
、
積
極
的
な
影
響
カ
の

行
使
の
あ
ら
わ
れ
な
の
か
、
あ
る
い
は
、
批
判
派
と
し
て
の
ス
タ

ン
ス
を
保
つ
た
め
と
見
る
べ
き
な
の
か
、
今
の
私
に
は
不
可
知
で

あ
る
。

　
も
う
一
つ
不
分
明
な
の
が
、
北
京
の
華
僑
政
策
の
な
か
で
の
客

家
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
感
と
し
て
理
解
で
き
る
こ
と

は
、
現
在
の
世
界
審
属
総
会
の
指
導
幹
部
に
あ
た
る
世
代
に
と
っ

て
、
故
郷
の
山
河
と
風
物
、
習
慣
、
お
ふ
く
ろ
の
味
と
し
て
の
客

家
料
理
へ
の
郷
愁
は
、
離
郷
の
体
験
な
く
し
て
は
想
像
す
る
こ
と

も
で
き
な
い
ほ
ど
深
い
も
の
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
心
情
で
あ
る
。

　
日
本
崇
正
総
会
が
、
大
会
記
念
に
特
別
出
版
し
た
『
申
華
奮
礼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
1
〕

俗
』
の
美
事
な
手
稿
本
も
、
そ
の
よ
う
な
超
政
治
的
心
情
を
抜
き

に
し
て
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
い
う
ま
で
も
な
く
、

郷
親
離
散
の
重
大
な
原
因
と
な
っ
た
臼
本
の
対
中
国
関
係
史
の
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
仰
〕

体
に
対
す
る
客
家
人
の
心
理
を
前
提
と
し
て
の
こ
と
で
あ
る
が
。

（
1
）
　
海
外
へ
移
住
し
た
中
国
人
の
う
ち
、
国
籍
が
中
国
（
大
陸
．
台

　
湾
）
に
あ
る
も
の
を
華
僑
と
い
い
、
移
住
地
の
現
地
国
籍
を
取
得
し

　
た
も
の
を
華
人
と
い
う
。

（
2
）
（
3
）
（
4
）
　
拙
稿
「
華
人
社
会
と
客
家
史
研
究
の
現
代
的
課
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題
」
（
戴
国
輝
編
『
東
南
ア
ジ
ア
華
人
社
会
の
研
究
　
上
』
ア
ジ
ァ

　
経
済
研
究
所
、
　
一
九
七
四
）
。

（
5
）
　
小
島
晋
治
『
太
平
天
国
革
命
の
歴
史
と
思
想
』
研
文
出
版
、
一

　
九
七
八
、
等
。

（
6
）
峯
彗
け
胃
o
籟
轟
巨
目
o
ざ
一
掌
雨
饒
§
ぎ
皇
き
皐
ぺ
ト
§
恥
．

　
ぎ
㎞
§
包
ミ
母
ミ
豪
、
ぎ
§
』
o
窒
一
専
ミ
ミ
§
軋
卜
§
ぎ
ぎ

　
勺
ユ
目
o
血
ヰ
o
目
－
O
凹
－
自
一
〕
ユ
O
o
q
o
　
ω
市
自
O
－
o
餉
　
－
箏
　
O
プ
ー
目
o
蜆
o
　
■
－
目
晒
目
尉
戌
o
g

　
○
串
冒
σ
・
己
鷺
ζ
己
き
邑
q
弔
・
9
餉
・
岩
ご
・
橋
本
萬
太
郎
「
審
家
語

　
の
ル
ー
ツ
」
（
『
客
家
之
声
』
第
四
号
、
　
一
九
七
九
年
一
月
号
、
ア
ジ

　
ア
政
経
学
会
・
現
代
中
国
研
究
叢
書
㎜
『
客
家
論
の
現
代
的
構
図
』

　
同
会
、
　
一
九
八
O
再
録
）
。

（
7
）
　
須
山
卓
・
日
比
野
丈
夫
・
蔵
居
良
造
『
華
僑
（
改
訂
版
）
』
N

　
H
K
プ
ッ
ク
ス
、
一
九
七
四
。

（
8
）
　
内
田
直
作
『
東
洋
経
済
史
研
究
1
』
千
倉
薔
房
、
一
九
七
〇
。

（
9
）
　
羅
香
林
『
客
家
研
究
導
論
』
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
南
洋
客
属
総
会
、

　
一
九
三
九
、
邦
訳
、
一
九
四
二
。

（
加
）
　
オ
竃
宣
目
Ω
．
ω
区
目
篶
■
o
ぎ
§
寒
い
s
｛
雨
ミ
§
H
ぎ
ミ
§
単

　
O
O
H
自
o
昌
d
邑
く
o
易
岸
㌣
弔
完
m
餉
一
－
o
㎞
N
．
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
キ
ナ
ー

　
著
、
山
本
一
訳
『
タ
イ
の
華
僑
社
会
』
バ
ン
コ
ク
日
本
人
商
工
会
議

　
所
、
刊
行
年
次
の
記
蛾
な
し
。

（
u
）
　
香
港
崇
正
総
会
編
『
金
穗
大
慶
・
世
界
客
属
懇
親
大
会
・
大
厘

　
落
成
・
紀
念
特
刊
』
同
会
、
一
九
七
一
、
等
。

（
1
2
）
　
内
田
直
作
「
華
僑
社
会
の
生
成
と
発
展
」
（
『
地
域
研
究
講
座
・

　
現
代
の
世
界
3
・
東
ア
ジ
ア
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
　
一
九
七
〇
）
、

　
拙
稿
「
受
難
の
華
僑
史
－
新
た
な
定
住
へ
の
展
望
1
」
（
ト
ヨ

　
タ
ジ
ヤ
ー
ナ
ル
『
自
動
車
と
そ
の
世
界
』
一
九
七
四
年
十
月
号
）
。

（
1
3
）
　
根
岸
借
『
華
僑
襟
記
』
朝
日
新
選
書
三
、
一
九
四
二
。

（
1
4
）
　
宋
明
順
「
埋
も
れ
た
客
家
　
　
南
洋
の
河
婆
人
－
」
（
圓
本

　
察
正
総
会
『
客
家
之
声
』
七
、
一
九
八
○
）
。

（
∬
）
　
南
洋
客
属
総
会
『
客
属
年
刊
・
銀
稽
紀
念
号
』
同
会
、
一
九
五

　
六
、
同
会
『
南
洋
客
属
総
会
第
什
五
・
六
周
年
紀
念
刊
』
同
会
、
一

　
九
六
七
。

（
1
6
）
　
詑
（
u
）
に
同
じ
。

（
〃
）
　
『
世
界
客
属
第
二
次
懇
親
犬
会
実
録
』
世
界
客
属
第
二
次
懇
親

　
大
会
実
録
編
輯
委
員
会
、
一
九
七
四
。

（
1
8
）
　
『
中
原
日
報
』
バ
ン
コ
ク
、
一
九
八
二
年
九
月
二
七
目
付
。

（
1
9
）
　
『
三
藩
市
崇
正
会
金
稽
慶
典
・
世
界
客
属
第
四
次
懇
親
大
会
．

　
特
刊
』
同
編
輯
委
員
会
、
一
九
七
八
。

（
2
0
）
　
日
本
崇
正
総
会
『
客
家
之
声
』
八
、
一
九
八
二
、
同
会
『
世
界

　
客
属
第
五
次
懇
親
大
会
記
念
特
刊
』
同
会
、
一
九
八
二
。

（
2
1
）
　
謹
（
1
8
）
に
同
じ
。
筆
者
の
目
兄
聞
。

（
2
2
）
　
戴
国
輝
氏
の
著
作
の
う
ち
、
特
に
以
下
を
参
照
。
『
日
本
人
と

　
の
対
話
－
日
本
・
中
国
台
湾
・
ア
ジ
ア
』
社
会
思
想
社
、
一
九
七

　
一
、
二
九
七
〇
年
代
の
率
人
（
華
僑
）
間
題
」
（
ア
ジ
ア
経
済
研
究

　
所
広
報
部
『
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
講
演
要
旨
』
第
一
集
、
　
一
九
七
二
）
、
『
目

　
本
人
と
ア
ジ
ア
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
七
三
、
『
境
界
人
の
独
白

　
ー
ア
ジ
ア
の
中
か
ら
1
』
龍
渓
書
舎
、
一
九
七
六
、
『
台
湾
と

　
台
湾
人
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
求
め
て
ー
』
研
文
出
版
、
　
一
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九
八
○
、
『
華
僑
1
「
落
葉
帰
根
」
か
ら
「
落
地
生
根
」
へ
の
苦

　
悶
と
矛
盾
－
』
研
文
出
版
、
一
九
八
○
、
「
第
三
次
国
共
合
作
の

　
可
能
性
を
分
析
す
る
」
（
『
日
中
経
済
協
会
会
報
』
一
一
〇
、
　
一
九
八

　
二
年
九
月
）
。

（
2
3
）
　
「
東
京
崇
正
公
会
参
加
世
界
客
属
第
六
次
懇
親
大
会
代
表
団
」

　
（
邸
進
福
団
長
、
李
寿
輝
・
鰺
号
景
・
徐
徳
郎
・
魏
湘
茂
各
副
団
畏
、

　
邸
源
岳
秘
書
長
、
曾
換
勲
副
秘
書
長
、
総
勢
五
六
名
）
は
、
一
九
八

　
二
年
九
月
二
四
日
に
成
田
を
発
ち
、
同
二
五
～
二
七
日
バ
ン
コ
ク
の

　
大
会
に
参
加
し
、
以
後
二
九
日
ま
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
同
十
月
一
日

　
仲
秋
節
ま
で
香
港
を
歴
訪
、
同
目
正
午
、
台
北
に
お
い
て
解
散
し
た
。

（
2
4
）
　
註
（
6
）
所
掲
の
『
客
家
論
の
現
代
的
構
図
』
参
照
。
本
書
は
、

　
ア
ジ
ア
政
経
学
会
の
板
垣
興
一
・
石
川
滋
・
衛
藤
藩
吉
諸
教
授
の
高

　
配
に
よ
り
筆
者
が
編
集
を
依
頼
さ
れ
た
が
、
繍
者
不
徳
の
故
に
、
遅

　
延
の
う
え
多
く
の
誤
植
を
残
し
た
。
将
来
、
何
ら
か
の
形
で
改
訂
し

　
て
償
い
た
い
。

（
鴉
）
　
小
野
和
子
『
中
国
女
性
史
－
太
平
天
国
か
ら
現
代
ま
で
ー
』

　
平
凡
社
、
　
一
九
七
八
。

（
2
6
）
　
註
（
2
・
3
・
4
）
拙
稿
、
同
じ
く
「
唐
末
梁
初
華
南
の
客
戸

　
と
審
家
慮
氏
」
（
『
社
会
経
済
史
学
』
三
三
ノ
五
、
一
九
六
七
な
ら
ぴ

　
に
周
達
生
「
客
家
文
化
考
－
衣
・
食
・
住
・
山
歌
を
中
心
に
－
」

　
（
『
国
立
民
族
学
榑
物
館
研
究
報
告
』
七
ノ
一
、
一
九
八
二
）
。

（
2
7
）
　
林
耕
『
謎
の
民
族
・
客
家
と
山
歌
』
上
海
・
揚
子
江
社
、
一
九

　
四
四
、
正
田
満
枝
「
客
家
民
謡
所
感
」
（
ア
ジ
ア
文
化
総
合
研
究
所

　
『
ア
ジ
ア
文
化
』
五
、
　
一
九
八
○
）
、
田
伸
一
成
『
中
国
祭
祀
演
劇
史

　
研
究
』
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
一
九
八
二
、
等
。

（
2
8
）
　
拙
稿
「
中
国
・
東
甫
ア
ジ
ア
に
お
け
る
審
家
の
歴
史
的
位
置
に

　
つ
い
て
」
（
『
一
橋
論
叢
』
六
九
ノ
四
、
　
一
九
七
三
）
、
国
曹
目
ω
目
－
㌣
P

　
H
ぎ
o
、
意
ミ
ミ
H
ミ
ミ
o
ミ
s
昌
一
b
δ
恥
ミ
、
ミ
一
匡
婁
o
ミ
一
＼
ミ
o
－

　
｝
軋
o
恥
、
邑
㌻
“
｝
一
』
O
昌
顯
計
－
四
自
O
雪
一
〕
9
■
o
目
O
o
自
一
一
〇
ひ
蜆
、
　
ハ
ン
・
ス
ー

　
イ
ン
著
、
．
長
尾
喜
又
訳
『
悲
傷
の
樹
－
自
伝
的
中
国
現
代
史
1

　
－
』
療
秋
社
、
一
九
七
〇
、
等
。

（
2
9
）
　
註
（
1
1
）
等
。

（
3
0
）
　
拙
稿
「
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
の
二
つ
の
塔
」
（
『
創
文
』
一
八
三
・

　
一
八
四
、
一
九
七
九
）
、
同
「
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
ー
そ
の
歴
史
と

　
現
状
を
探
る
1
」
（
『
音
楽
の
友
』
一
九
七
九
年
九
月
号
）
。

（
3
1
）
　
誼
（
2
9
）
に
同
じ
。

（
3
2
）
　
註
（
2
・
2
4
・
2
9
）
等
。

（
3
3
）
　
香
港
崇
正
総
会
か
ら
日
本
崇
正
総
会
に
寄
せ
ら
れ
た
公
式
招
聰

　
状
の
表
紙
は
、
メ
ー
ソ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
の
三
色
旗
を
想
わ
せ
る
白
地

　
に
藍
・
紅
両
色
の
縁
取
り
つ
き
で
あ
る
。
会
長
は
、
集
団
指
導
型
で
、

　
黄
石
撃
．
郷
琳
・
胡
仙
・
黄
福
旗
・
林
翼
中
・
古
勝
祥
・
黄
麟
書
・

　
陳
日
新
・
胡
陳
金
枝
・
陳
国
鈎
・
周
有
・
古
道
誠
・
李
茂
機
・
陳
漢

　
宗
諸
氏
の
連
名
、
理
事
長
は
黄
石
華
氏
、
監
事
長
は
陳
漢
宗
氏
で
あ

　
る
。
世
界
の
客
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
「
台
風
の
眼
」
で
あ
る
。

　
し
か
も
、
タ
イ
国
王
へ
の
敬
礼
と
対
応
す
る
か
の
よ
う
な
セ
レ
モ
ニ

　
ー
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
斉
集
、
②
就
位
（
主
席
団
、
各
位
首
長
、

嘉
賓
）
、
⑥
粛
立
、
④
向
中
英
国
旗
及
　
国
父
遺
像
行
三
鞠
娼
礼
、

⑤
理
事
長
黄
石
華
先
生
致
詞
　
－
・
と
な
っ
て
い
る
。
英
国
女
王
、
で

394



（75）客家（Hakka）世界大会の歴史的推移

　
は
な
い
に
せ
よ
、
国
旗
が
特
記
さ
れ
、
孫
文
像
敬
礼
と
両
立
し
て
い

　
る
点
、
留
意
せ
ね
ぱ
な
る
ま
い
。

（
3
4
）
　
拙
稿
「
恰
仏
大
学
燕
京
学
社
の
春
秋
」
（
『
菓
方
学
』
五
八
、
一

　
九
七
九
）
。

（
釣
）
　
誼
（
1
9
）
に
同
じ
。

（
3
6
）
　
『
朝
日
新
聞
』
一
九
八
○
年
十
月
十
一
日
、
座
談
会
「
民
族
統

　
一
へ
の
思
い
新
た
－
華
僑
”
客
家
。
世
界
大
会
を
ふ
り
返
っ
て
1
」
。

（
η
）
　
華
文
教
育
の
牙
城
で
あ
っ
た
南
洋
犬
学
も
、
つ
い
に
英
文
本
位

　
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
学
に
統
合
さ
れ
た
。

（
3
8
）
　
毛
沢
東
「
井
闘
山
の
闘
争
」
（
『
毛
沢
東
選
集
』
　
一
）
。

（
3
9
）
　
拙
著
『
巨
大
技
術
の
時
代
が
来
た
！
ー
マ
ク
ロ
エ
ン
ジ
ニ
ア

　
リ
ン
グ
の
挑
戦
1
』
p
H
p
研
究
所
、
　
一
九
八
二
）
、
フ
ラ
ン
ク
・

　
P
．
デ
ピ
ヅ
ド
ソ
ン
、
中
川
学
編
、
菊
竹
漕
訓
・
長
友
僑
人
監
訳

　
『
マ
ク
ロ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
〔
巨
視
的
創
造
科
単
の
方
法
〕
』
東
海

　
大
学
出
版
会
、
一
九
八
二
、
拙
編
「
地
球
大
改
造
計
画
の
ス
ー
バ

　
ー
．
サ
イ
エ
ン
ス
」
（
『
O
M
N
I
・
日
本
版
オ
ム
ニ
』
一
九
八
三
年

　
一
月
号
）
、
等
。

（
4
0
）
　
誰
（
3
3
）
に
同
じ
。

（
4
1
）
　
第
五
回
世
界
大
会
を
主
催
し
た
日
本
崇
正
総
会
は
、
橘
本
萬
太

　
郎
氏
が
バ
ー
ぜ
ル
の
福
音
協
会
で
発
掘
。
し
た
手
稿
本
・
梅
県
黄
塘
張

　
祖
基
繍
『
中
華
茜
穂
俗
・
一
－
四
』
を
記
念
池
版
し
、
各
国
の
客
家

　
代
表
に
献
呈
し
た
。

（
4
2
）
　
第
六
回
世
界
大
会
の
席
上
、
在
目
客
家
を
代
表
し
て
発
表
さ
れ

　
た
東
京
崇
正
公
会
会
長
・
邸
進
福
団
長
の
演
説
全
文
を
以
下
に
収
録
、

目
本
人
の
側
か
ら
の
省
察
の
よ
す
が
と
し
よ
う
。

世
界
客
鰯
総
會
第
六
次
懇
親
大
會

日
本
代
表
團
始
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
崇
正
総
會
副
會
長
策
固
畏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
崇
正
公
會
々
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
邸
進
騒
賀
詞

大
會
圭
席
、
各
位
貴
賓
、
各
位
固
長
、
各
位
客
屈
同
胞
個
：

　
今
天
在
建
都
爾
百
週
年
飴
曼
谷
、
禦
行
世
界
客
麗
第
六
次
懇
親
大

會
各
地
客
属
郷
親
歓
集
一
堂
、
敦
睦
友
誼
、
互
相
鼓
舞
、
眞
是
表
現

了
客
鰯
始
固
縞
奮
關
精
碑
、
本
人
今
天
能
参
加
這
様
盛
大
的
懇
親
大

會
、
内
心
感
麗
無
限
的
榮
幸
。

　
同
想
爾
年
前
、
在
日
本
撃
行
第
五
衣
懇
親
大
會
時
、
各
地
賄
客
屈

父
老
長
輩
兄
弟
姉
妹
一
千
多
人
、
不
鮮
遠
路
、
畷
騒
参
加
、
使
得
日

本
懇
親
大
會
得
到
非
常
豊
碩
的
威
果
、
因
而
揚
名
全
球
的
華
僑
各
界
、

也
由
於
大
會
的
成
功
、
留
日
客
屈
會
的
盤
望
及
留
目
客
象
人
的
地
位
、

提
昇
不
少
、
我
謹
代
表
目
本
崇
正
縄
會
、
向
各
地
客
屈
瑠
親
、
申
致

誠
撃
的
感
謝
。
爾
年
前
在
目
本
質
爲
招
待
不
週
、
誠
感
撤
茨
、
借
此

機
會
向
各
位
致
十
二
萬
分
的
舷
意
、
並
向
各
位
問
候
請
安
。

　
現
在
僑
居
日
本
飴
華
人
有
五
萬
多
人
、
其
中
客
燭
籍
者
僅
有
五
千

人
左
右
、
客
屈
的
團
麗
組
織
有
・
・
東
京
崇
正
公
會
・
關
西
崇
正
會
・

名
古
屋
崇
正
會
．
西
日
本
崇
正
會
・
以
及
上
述
四
個
團
髄
聯
合
組
威
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之
日
本
崇
正
総
會
。
総
會
的
會
長
、
現
由
邸
添
譲
先
生
指
任
、
倉
員

的
職
業
、
以
麗
生
・
教
師
・
文
化
・
工
程
等
事
業
者
爲
大
多
敷
、
共

他
如
開
設
大
飯
店
・
餐
歓
業
者
絢
上
］
五
分
之
一
左
右
。

　
當
前
我
椚
的
租
國
、
受
客
観
窺
境
因
素
影
響
、
形
勢
窩
未
能
安
定
、

因
爲
祀
國
未
能
統
一
、
未
能
強
大
、
我
個
僑
層
目
本
、
創
業
、
子
女

教
育
、
就
業
等
問
題
、
受
到
種
種
的
困
難
、
例
如
這
衣
到
泰
國
、
星

加
披
・
香
港
・
墓
湾
等
地
方
開
會
籏
行
、
持
有
目
本
國
護
照
者
、
只

須
爾
張
梱
片
、
而
持
有
中
國
護
照
者
、
確
要
十
三
張
網
片
、
同
模
居

佳
在
亜
洲
地
唾
＾
而
有
此
差
別
、
所
以
留
日
的
客
屈
同
胞
椚
、
在
此

瑠
境
的
逼
迫
下
、
脇
化
日
本
國
籍
者
、
超
過
牛
敷
以
上
、
如
此
而
來
、

不
久
的
絡
來
、
留
日
塔
鰯
會
、
定
會
獲
威
有
名
無
實
、
終
爲
浦
失
。

所
以
期
望
我
個
的
國
家
團
緒
肚
大
、
這
不
只
是
留
日
華
人
同
胞
的
願

望
、
也
是
全
球
二
千
五
百
多
萬
海
外
華
人
的
最
大
期
望
、
中
國
人
口

己
超
過
十
億
人
、
然
而
近
百
年
來
、
常
受
外
國
的
侵
略
、
至
今
不
能

排
上
先
進
國
家
之
列
、
此
乃
中
華
民
族
駿
有
十
億
饒
人
、
却
不
能
精

誠
囲
結
、
如
是
一
盤
敵
砂
之
故
。

　
近
來
國
際
情
況
、
複
雑
怪
異
、
像
日
本
盈
生
教
科
書
歴
史
内
容
的

改
鐙
、
因
爲
目
本
政
府
的
認
識
不
清
、
鹿
理
不
當
、
引
起
亜
洲
各
國

的
反
抗
興
不
満
、
雨
引
起
外
変
上
賄
阻
碍
、
但
目
本
國
内
鐵
這
問
題

亦
分
裂
三
派
、
軍
國
圭
義
和
肚
會
圭
義
雨
派
者
占
少
敷
、
而
現
在
的

鈴
木
首
相
政
構
、
已
経
聲
明
爾
衣
－
第
一
鎖
、
日
本
軍
侵
略
中
國
及

亜
洲
各
國
損
筈
非
常
惨
重
、
封
這
些
事
件
、
目
本
政
府
、
當
有
反
省
、

不
得
再
有
歴
史
重
演
、
毅
不
起
亜
洲
各
國
。
第
二
鮎
、
教
科
書
上
、

有
錯
誤
事
實
、
爾
年
内
一
定
要
訂
正
改
鍾
。
第
三
鮎
、
印
刻
命
令
教

科
薔
審
査
會
絡
來
審
査
各
件
、
定
要
考
慮
鄭
國
的
民
情
。
以
上
是
目

本
政
府
封
教
科
奮
問
魑
鹿
理
的
墓
本
方
針
。
鈴
木
首
相
今
訪
問
北
京
、

教
科
書
問
題
、
可
能
有
所
解
決
、
而
我
日
本
崇
正
総
會
、
非
常
重
硯

這
一
問
題
、
因
此
以
我
椚
擾
行
的
「
客
家
之
聲
」
報
紙
上
、
巖
重
提

出
抗
議
圓
本
政
府
改
鍵
歴
史
、
侮
辱
中
國
的
史
實
、
並
要
求
日
本
政

府
立
印
訂
正
及
修
改
、
本
縄
會
駿
是
一
個
小
小
飽
團
麗
、
但
是
本
着

客
屈
同
胞
傅
統
的
愛
國
心
和
愛
民
族
的
精
紳
、
縄
勤
不
落
人
後
。

　
我
個
無
論
在
國
内
或
國
外
、
要
総
承
客
鰯
先
賢
先
烈
的
義
勇
報
國

精
紳
、
蚤
揚
中
原
先
人
開
拓
創
造
飴
氣
醜
、
推
展
國
父
孫
中
山
先
生

所
個
導
的
三
民
圭
義
、
建
設
一
個
自
由
・
民
圭
的
現
代
中
國
、
以
三

民
圭
義
統
一
全
中
國
由
願
望
能
早
日
賀
現
。

　
世
界
客
属
懇
親
大
會
、
己
脛
開
過
五
次
、
．
威
果
豊
碩
、
尤
共
客
属

的
経
瀦
文
化
得
以
交
流
、
此
乃
歴
届
懇
親
大
會
最
大
的
成
果
。
今
天

本
人
謹
代
表
目
本
崇
正
総
會
所
有
會
員
同
胞
、
向
圭
辮
軍
位
泰
國
崇

正
総
會
致
最
崇
高
的
敬
意
。

　
以
上
簡
軍
報
舎
、
敬
請
指
教
、
預
硯
大
會
成
功
、
並
硯
各
位
身
鵠

健
康
・
事
業
順
利
、
謝
謝
各
位
。

　
　
一
九
八
二
年
九
月
甘
六
目
於
泰
國
曼
谷

（
補
註
）
本
稿
の
脱
稿
後
、
内
田
直
作
『
東
南
ア
ジ
ア
華
僑
の
経
済

と
社
会
』
（
千
倉
書
房
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
教
授
）
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